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　一人口の動き一

　　9月1日現在
男　　　6，338．人．

女　　　6，675人
言十　　13、013込．

世帯数　　2640世帯
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窃
九
月
の
行
事

二
日
　
千
手
神
社
祭
礼
県
下
大
相
撲

三
日
　
山
ノ
根
長
寿
会

　
　
　
産
米
収
穫
期
対
策
協
議
会

九八六五四
日［ヨ日日日

農
業
委
員
会

千
手
地
区
敬
老
会

仙
田
中
第
一
分
校
開
校
式

千
手
小
運
動
会

評
価
会

＋
一
日

士
一
日

＋
五
日

二
士
日

二
士
百

二
＋
四
日

三
＋
日

国
保
事
務
魚
沼
地
区
協
議
会

二
百
二
＋
日

教
育
委
員
会

郡
議
長
会
議
（
津
南
町
）

と
し
よ
り
の
日

保
育
園
運
動
会

彼
　
岸

橘
地
区
敬
老
会

秋
分
の
日

郡
市
婦
人
教
育
研
究
部
会

社
会
教
去
呈
事
と
の
対
話

　
ー
町
の
様
相
の
変
わ
っ
て
き
た
と
い

う
感
慨
が
強
い
の
で
す
が
、
お
も
に
道

路
と
か
建
築
物
の
の
っ
ぱ
に
な
っ
た
こ

と
で
す
ね
、
よ
く
庁
舎
の
屋
上
か
ら
軒

並
み
に
下
を
見
お
ろ
し
て
考
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
、
学
校
に
か
よ
っ
た
こ
ろ

の
道
路
と
か
象
並
み
が
ど
ろ
し
て
も
思

い
出
せ
な
い
で
勝
手
に
い
ら
い
ら
し
て

そ
ん
な
感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
金
子
）
町
が
、
そ
れ
も
単
に
外
観
だ

　
　
　
　
け
で
も
「
変
わ
っ
て
き
た
」

町づくり
な
ら
な
い

ん
だ
と
い
う
、

．
に
近
い
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
よ
。

　
1
前
の
こ
と
が
思
い
出
せ
な
い
で
い

ら
い
ら
す
る
気
持
ち
が
、
町
の
変
化
す

る
時
点
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
状
況
を

た
と
え
ば
カ
メ
ラ
の
よ
う
な
、
非
情
な

眼
で
写
し
と
っ
て
お
い
た
ら
と
思
っ
て

み
た
り
も
し
ま
し
た
が
。

　
（
金
子
）
「
む
か
し
十
年
、
い
ま
一
年

」
い
や
、
も
っ
と
変
化
が
は
げ
し
い
の

と
い
う
話
題
に
接
し
て
も

や
は
の
、
そ
の
内
容
の
方
に

気
持
ち
が
と
ん
で
し
ま
い
ま

し
て
ね
、
感
慨
に
ひ
た
る
と

い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
切
実

な
、
過
去
を
度
外
視
し
て
は

。
そ
し
て
現
実
を
直
視
す
る

　
　
も
う
精
神
的
な
職
業
病

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
た
め
に
、
み
ん

な
が
過
去
、
現
在
を
通
じ
て
じ
っ
く
り

生
活
を
見
つ
め
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
ち
ょ
う
ど
「
老
人
の
日

」
も
間
近
か
だ
し
、
千
手
地
区
の
敬
老

会
に
出
て
き
た
ば
か
り
な
の
で
、
こ
と

さ
ら
考
え
る
の
で
し
ょ
う
が
、
家
庭
に

お
け
る
お
と
し
よ
り
の
問
題
な
ど
、
生

き
た
教
材
と
い
う
と
失
礼
で
す
が
、
過

去
を
ふ
ま
い
て
き
た
老
人
を
と
お
し
て

じ
っ
く
り
生
活
を
見
つ
め
る
姿
勢
が
も

っ
と
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
す
。
「
あ
の
こ

ろ
は
」
と
言
わ
れ
て
「
く
だ
ら
な
い
昔

話
し
」
と
き
め
つ
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
ー
老
人
問
題
と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な

話
題
を
は
か
ら
ず
も
引
き
出
し
て
も
ら

っ
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
も
敬
老
会
を

み
せ
て
い
た
だ
い
て
、
同
じ
年
の
老
人

で
も
、
若
々
し
い
老
人
と
そ
う
で
な
い

老
人
が
い
る
ん
だ
な
と
い
う
印
象
が
あ

っ
た
の
で
、
甑
そ
れ
に
つ
い
て
何
か
。

（
金
子
）
身
体
に
障
害
が
あ
れ
ば
別
で

す
が
、
社
会
的
に
仕
事
を
持
っ
て
い
る

と
か
、
家
庭
内
で
も
適
度
な
仕
事
を
持

り
て
い
る
老
人
は
若
々
し
い
で
す
よ
。

　
老
人
に
仕
事
を
与
え
る
、
み
つ
け
て

や
る
努
力
が
必
要
で
す
。
家
計
を
う
る

お
す
た
め
に
で
な
く
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
も
、
老
人
に
も
適
度
の
仕

事
を
与
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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ー
町
議
会
報
告
ー

議
長
南
雲
・
副
議
長
田
中
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
役
員
を
全
面
改
選

　
　
八
月
三
十
日
三
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
て
開
か
れ
た
第
七
回
定

　
例
会
に
お
い
て
、
議
長
以
下
議
会
役
員
の
総
改
選
が
行
な
わ
れ
、
新
議

　
長
に
南
雲
章
氏
副
議
長
に
田
中
与
三
郎
氏
が
当
選
し
た
。

　
常
任
委
員
会
に
っ
い
て
は
条
例
を
改

正
し
て
こ
れ
ま
で
の
三
委
員
会
を
四
委

員
会
と
し
、
委
員
長
・
副
委
員
長
に
つ

い
て
は
指
名
推
薦
の
形
で
選
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糞
難
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

◎
南
雲
議
長
合
併
前
仙
田
村
教
育

委
員
長
に
就
任
、
合
併
後
初
の
町
議
選

挙
に
最
商
点
で
当
選
、
以
来
連
続
二
期

目
。
そ
の
間
副
議
長
に
二
何
就
任
、
今

回
仙
田
地
区
で
は
じ
め
て
議
長
に
当
選

し
た
。
地
区
で
は
P
T
A
会
長
、
商
工

会
長
、
遺
族
会
長
、
自
治
振
興
会
長
等

を
歴
任
。

戦
時
中
は
軍
属
と
し
て
満
洲
方
面
に
従

軍
、
終
戦
後
引
き
揚
げ
の
車
中
で
ミ
ツ

エ
夫
人
が
長
男
を
分
娩
す
る
、
等
苦
労
を

重
ね
た
。
現
在
中
仙
田
で
雑
貨
商
を
営

む
。
四
十
八
才
の
働
き
ざ
か
り
。

◎
田
中
副
議
長
議
員
連
続
五
期
当

選
、
勤
続
十
六
年
余
で
和
久
＃
前
議
長

に
次
ぐ
古
つ
わ
も
の
。
土
木
委
員
長
、

総
文
委
員
長
、
社
会
教
育
委
員
、
伝
染

病
舎
組
合
議
員
等
を
歴
任
、
ほ
か
に
運

転
者
協
会
川
西
支
部
長
と
し
て
精
力
的

に
活
躍
し
て
い
る
。
本
年
三
月
国
鉄
を

退
職
し
て
、
目
下
川
西
建
材
に
勤
務
。

　
そ
の
他
、
農
業
委
員
の
推
薦
、
桐
谷

校
学
校
組
合
議
員
、
伝
染
病
舎
組
合
議

員
の
互
選
等
の
ほ
か
、
町
長
提
出
の
教
・

育
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

話
し
合
い

委
員
、
診
療
所
運
営
委
員
、
損
害
評
価

会
委
員
等
の
選
任
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
す

る
旨
の
議
決
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら

委
員
の
大
部
分
は
新
し
い
議
会
構
成
と

■
不
可
分
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
議
会
役

員
の
改
選
を
待
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
人
事
問
題
以
外
の
案
件
と
し
て
は
、

前
記
委
員
会
条
例
の
改
正
を
含
め
て
条

例
改
正
三
件
の
ほ
か
、
継
続
審
査
中
の

請
願
一
件
が
審
議
決
定
さ
れ
た
だ
け
で

追
加
予
算
は
上
程
さ
れ
な
か
っ
た
。

に
よ
り
人
選

正
副
議
長
選
出
の
経
過

　
合
併
以
来
、
議
会
役
員
の
任
期
は
一

年
と
す
る
と
い
う
申
し
合
わ
せ
に
よ
り

毎
年
八
月
末
の
議
会
に
お
い
て
改
選
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
と
し

は
前
任
者
が
実
質
二
年
の
任
期
満
了
に

当
た
り
て
い
る
の
で
、
全
面
的
に
改
選

が
行
な
わ
れ
る
時
期
に
き
て
い
た
。

　
三
十
日
、
開
会
第
一
臼
目
の
議
事
は

和
久
＃
議
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
常
任
委
員
会
の
構
成
を
改
め
る
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
、
つ
い
で
税
条

例
及
び
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
と

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
つ
づ

い
て
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
の
議
決

を
し
だ
の
ち
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
「
果
樹
開
畑
に
関
す
る
請
願
」
審
査

隊

灘
籐
田中副議長

の
結
果
に
つ
い
て
平
野
産
建
委
員
長
よ

り
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
採
択
し
て
予

定
さ
れ
た
日
程
は
一
応
終
了
し
た
。

　
次
い
で
、
南
雲
副
議
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
副
議
長
辞
職
願
い
を
上
程
、
こ
れ

を
許
可
し
、
つ
づ
い
て
和
久
＃
議
長
か

ら
議
長
辞
職
願
い
が
提
出
さ
れ
た
の
で

年
長
の
馬
場
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
り

こ
れ
を
上
程
し
て
異
議
な
く
許
可
し
、

以
後
休
憩
に
は
い
り
て
後
任
議
長
選
挙

の
話
し
合
い
に
移
っ
た
。

　
話
し
合
い
は
四
地
区
に
分
か
れ
て
行

な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で
折
衝
が
つ

づ
け
ら
れ
た
結
果
、
午
後
三
時
過
ぎ
、

よ
う
や
く
本
会
議
を
再
開
、
た
だ
ち
に

議
長
選
挙
に
は
い
っ
た
。

　
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　
二
十
一
票
　
南
雲
　
　
章

　
　
　
四
票
　
田
中
与
三
郎

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
当
選
者
に
対
す

る
当
選
告
知
、
当
選
者
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
の
ち
、
新
議
長
が
議
長
席
に
つ

い
た
。

副
議
長
は
千
手
か
ら

　
副
議
長
選
挙
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
事
，

前
の
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
た
。
大
勢

と
し
て
は
、
議
長
が
仙
田
地
区
か
ら
と

す
れ
ば
副
議
長
は
千
手
か
ら
、
と
い
っ

た
空
気
が
支
配
的
と
な
り
、
結
局
最
終

的
に
は
千
手
地
区
に
一
任
す
る
と
い
う

形
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
千
手
地
区

か
ら
は
田
中
与
三
郎
氏
を
推
薦
す
る
と

い
う
報
告
が
な
さ
れ
満
場
拍
子
を
も
っ

て
こ
れ
を
承
認
、
事
実
上
の
副
議
長
選

挙
は
本
会
議
を
待
た
ず
に
落
着
し
た
。

し
た
が
っ
て
再
開
後
の
議
事
は
緊
張
か

ら
解
放
さ
れ
て
た
ん
た
ん
と
進
め
ら
れ

田
中
氏
が
二
十
四
票
で
、
予
定
ど
お
の

新
副
議
長
が
決
定
し
た
。

常
任
委
員
会
を
四
に
増
加

　
常
任
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
総
務
財

政
・
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
三
委
員

会
で
あ
っ
た
が
、
合
，
回
こ
れ
を
議
員
提

案
に
よ
り
、
総
務
文
教
・
産
業
経
済
・

社
会
土
木
・
財
政
厚
生
の
四
委
員
会
に

｛

聯
馬場総文委員長

　　F謬

滋野産経委員長

改
正
す
る
条
例
を
提
出
、
三
十
日
の
開

会
へ
き
頭
こ
れ
を
議
決
し
、
即
臼
公
布

し
た
。
こ
の
改
正
条
例
に
よ
り
翌
三
十

一
臼
常
任
委
員
の
指
名
を
行
な
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
の
中
か
ら
委
員
長
及
び

副
委
員
長
を
選
任
し
た
。

　
前
回
は
三
委
員
会
で
あ
り
た
た
め
、

四
地
区
に
対
す
る
委
員
長
・
副
委
員
長

の
割
り
振
り
が
難
航
し
、
容
易
に
そ
の

調
整
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
は

実
情
に
合
わ
せ
て
四
委
員
会
と
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
も
あ
り
て
、

話
し
合
い
は
比
較
的
ス
ム
ー
ス
に
進
み

な
ご
や
か
な
空
気
の
中
で
、
指
名
推
薦

に
よ
り
円
満
に
選
任
を
終
わ
っ
た
。

　
新
常
任
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お

り
。
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
。

△
総
務
文
教
委
員
会
　
定
数
七
　
欠
｝

◎
馬
場
卜
禅
、
○
市
川
富
二
、
和
久
＃

精
一
、
押
木
二
吉
、
田
中
与
三
郎
、
登

坂
敬
憧
（
欠
一
は
南
雲
議
長
の
委
員
辞

退
に
よ
る
も
の
）

△
産
業
経
済
委
員
会
　
定
数
七

◎
滋
野
一
郎
、
○
小
林
与
作
、
数
藤
孝

㌧蒼欝
江口土木委員長

夢

滞

蔵品財厚委員長

平
、
中
村
畠
平
、
内
山
常
治
郎
、
黒
島

豊
二
、
須
藤
亮
助

△
社
会
土
木
委
員
会
　
定
数
六

◎
江
口
初
太
郎
、
○
和
田
光
興
、
山
家

音
平
、
斎
木
定
太
郎
、
小
林
伝
司
、
平

野
圭
二

△
財
政
厚
生
委
員
会
　
定
数
六

◎
蔵
品
茂
雄
、
○
水
品
正
一
郎
、
田
中

金
造
、
保
坂
長
雄
、
田
村
才
一
郎
、
丸

山
欽
一
郎
各
種
委
員
等

　
　
以
上
の
ほ
か
、
こ
の
議
会
で
互
選
あ

る
い
は
選
任
に
同
意
し
た
委
員
等
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

△
損
害
評
価
会
委
員
　
須
藤
亮
助
、
平

野
圭
二
、
上
村
吉
友
、
小
川
大
作
、
小

　
川
政
一
、
山
岸
真
治
、
倉
繁
勇
、
村
越

　
家
和
、
中
条
慎
吾
、
江
口
信
保
、
青
木

利
夫
、
小
川
昭
一
、
小
山
美
知
雄
、
上

村
健
一
、
須
藤
秀
雄
、
星
名
栄
吉

｝
△
診
療
所
運
営
委
員

　
（
千
手
）
黒
島
豊
二
、
水
品
正
一
郎
、

　
田
村
才
一
郎
、
丸
山
欽
一
郎
、
高
橋
吉

太
郎
、
中
島
久
助
、
関
口
重
作

　
（
橘
）
数
藤
孝
平
、
和
田
光
興
、
山
家

音
平
、
登
坂
敬
憧
、
田
中
俊
治
、
藤
原

英
策
、
片
桐
荘
太

△
農
業
委
員
（
学
識
経
験
者
）
　
中
村

壮
吉
、
南
雲
章
、
高
津
正

△
学
校
組
合
議
員
（
桐
谷
校
）

　
南
雲
章
、
斎
木
定
太
郎

△
十
日
町
市
。
川
西
町
伝
染
病
舎
組
合

一
議
員
　
南
雲
章
、
和
久
＃
精
一

△
教
育
委
員
　
小
幡
義
布
（
留
任
）

△
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
　
　
丸
山

豊
太
郎
（
留
任
）
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新
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
全
町
的
立
場
で
努
力
し
た

　
　
　
　
　
　
川
西
町
議
会
議
長
南
　
雲

　
今
回
議
会
役
員
の
改
選
に
あ
た
り
、

ば
か
ら
ず
も
川
西
町
議
会
の
議
長
に
ご

指
命
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
川
西
町
議

会
の
立
場
と
便
命
を
考
え
る
と
き
、
今

さ
ら
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
議
員
と
し
て

の
経
験
も
日
浅
く
、
微
刀
で
あ
る
私
は

も
と
よ
り
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
私
な
り

に
努
力
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　
顧
み
る
に
合
併
後
僅
か
の
期
間
で
は

あ
り
ま
す
が
、
川
西
町
の
行
政
面
か
ら

㌧、・

章

見
て
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
き
わ

め
て
急
速
の
発
展
と
変
化
を
体
験
い
た

．
し
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
変
化
の
速
度

が
倍
加
し
て
い
く
ご
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
議
会
人
と
し
て
旧
町
村
の
利

害
や
地
区
代
表
の
意
識
を
捨
て
、
積
極

的
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
広
く
全
町
の

立
場
に
立
つ
て
へ
真
に
住
民
の
代
表
と

し
て
の
便
命
と
責
任
を
果
た
す
よ
う
努

刀
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
会
の

便
命
は
、
た
だ
理
事
者
の
提
案
し
た
も

の
だ
け
を
審
議
決
定
す
る
の
で
な
く
、

目
ご
ろ
皆
様
の
ご
意
見
や
巷
の
声
を
正

し
く
議
会
で
は
一
般
質
問
等
の
機
会
を

桑
原
永
品
え
そ
ろ
つ
て
諺

　
　
　
社
会
福
祉
大
会
で

　
さ
る
八
月
三
日
十
日
町
小
学
校
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
十
二
回
郡
市
社
会

福
祉
連
合
大
会
の
席
上
、
社
会
福
祉
に

特
に
貢
献
の
あ
つ
た
個
人
及
ぴ
団
体
、

母
子
、
身
障
者
で
自
立
更
生
に
献
身
的

努
刀
し
他
の
模
範
と
す
る
に
た
る
も
の

と
し
て
、
中
里
村
樋
ロ
チ
サ
さ
ん
他
四

名
が
表
彰
さ
れ
、
十
日
町
市
山
内
与
喜

み
ん
な
で
親
切
を

育
て
ま
し
よ
う

第
十
九
回
国
体

新
潟
県
実
行
委
口
長
五

，
男
さ
ん
他
五
名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

　
本
町
で
は
山
野
田
の
桑
原
和
平
さ
ん

上
野
の
水
品
留
作
さ
ん
の
ふ
た
り
が
表

彰
さ
れ
た
。

　
と
も
に
身
体
障
害
者
で
あ
ザ
な
が
ら
F

逆
境
に
う
ち
勝
ち
り
つ
ぱ
に
更
生
し
、

川
西
町
身
体
障
害
者
互
助
会
の
結
成
、

そ
の
後
の
運
営
に
つ
い
て
不
断
の
努
力

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

，

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
に
小
海
さ
ん

　
八
月
一
日
付
で
小
根
岸
の
小
海
八
太

郎
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
を
受
け
ち
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
人
権
擁
護
萎
員
と
し
て
原

田
の
丸
山
豊
太
郎
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
商
揚
を
は
か
る
た

活
用
し
て
常
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
た
ま
た
ま
川
西
町
の
議
会
は
円
満
す

ぎ
る
と
い
う
声
を
耳
に
い
た
し
ま
す
が

・
し
か
し
た
だ
に
ぎ
や
か
な
議
会
論
争
ー
．

の
み
が
議
員
の
任
命
と
の
み
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
国
会
や
県
会
と
違
つ
て
町

村
議
会
は
行
き
万
が
違
う
の
で
あ
つ
て

、
結
論
と
し
て
町
の
利
益
に
な
り
、
住

民
の
福
祉
に
役
立
つ
と
し
て
議
会
の
意

志
が
決
定
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
な
り

に
正
し
い
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
今
後
の
議
会
の
あ
り
万
に
は

何
分
の
ご
批
判
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
合
併
後
六
ケ
年
の
議
会
活
動
を
反
省

い
た
し
ま
す
と
、
合
併
初
期
の
行
政
効

果
は
町
の
皆
様
万
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
第
一
段
階
を
経
過
い
た
し
た
い
も
の

め
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
次
の
問
題
等
で
，
お
困
り
の
万
は
、
無

料
で
、
し
か
も
、
他
に
も
れ
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
安
心
し
て

と
思
い
ま
す
。
今
後
第
二
段
階
と
し
て

一
種
々
問
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
特

に
地
域
腸
発
と
広
域
行
政
の
効
果
を
い

か
に
万
向
づ
け
る
か
、
ま
た
産
業
振
興

の
た
め
の
基
盤
整
備
の
問
題
、
教
育
行

政
の
計
画
的
整
衛
充
実
の
問
題
、
町
の

医
療
行
政
の
安
定
化
等
々
、
今
後
ま
す

ま
す
多
事
多
難
の
町
政
と
申
し
上
げ
て

差
し
つ
か
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
は

理
事
者
と
議
会
と
の
立
場
を
正
し
く
認

識
し
て
、
互
い
に
そ
の
権
限
と
貴
任
を

要
望
し
合
い
、
も
つ
と
行
政
効
果
を
高

め
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と
思
つ
て

お
り
ま
す
。

　
何
と
ぞ
町
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
と
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。お

気
軽
に
委
員
の
自
宅
へ
相
談
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
・
私
的
制
裁
・
差
別

待
遇
。
村
八
分
・
強
制
圧
迫
・
生
活
罹

の
侵
犯
・
そ
の
他
お
困
り
の
間
題
。

農
業
委
員
無
投
票
で
決
定

　
　
　
　
　
　
．
県
農
業
会
議
員
に
小
林
猪
作
氏

　
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
は
八

月
十
二
日
告
示
さ
れ
、
十
六
日
立
候
補
『

を
締
切
つ
た
。
立
候
補
者
は
定
員
十
四

名
と
同
数
で
結
局
無
競
争
で
全
目
の
当

選
が
確
定
し
た
。
乙
の
た
め
二
十
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
選
挙
は
行
わ
れ
な
か

つ
た
。
新
し
い
農
業
委
員
の
顔
ぶ
れ
は

選
任
及
ぴ
議
会
推
せ
ん
の
委
員
も
含
め

て
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

，
選
挙
に
よ
る
委
員

　
数
藤
孝
平
・
　
　
沖
立
　
　
現

　
小
川
　
大
作
　
　
　
赤
谷
　
　
元

高
橋
寅
五
郎

．
上
村

上
村
太
田
小
林
小
島
羽
鳥
小
林
田
中
野
沢
高
橋

克秀久猪仁謙伝亀栄常
義保之作平作司次一助

選
任
に
よ
る
委
員

室
島
　
現

上
野
　
元

下
平
新
田
新

水
口
沢
新

中
屋
敷
現

新
町
新
田
新

友
重
中
仙
田

下
原
’

野
口
大
臼
倉

新現新現新

　
千
手
農
協
理
事
高
橋
　
茂
雄
　
坪
山

　
上
野
　
〃
　
　
上
村
　
吉
友
　
元
町

．
橘
　
　
〃
　
　
羽
鳥
　
朔
市
　
木
落

　
仙
田
　
〃
　
　
佐
藤
常
一
郎
　
霧
谷

議
会
推
せ
ん
に
よ
る
委
員

町
長
　
　
　
中
村
壮
吉

　
議
長
　
　
　
　
南
雲
　
　
章
中
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
高
津
　
正
轍
塩
辛

　
な
お
、
初
会
議
を
九
月
四
日
役
場
会

議
室
で
開
き
、
席
上
会
長
に
中
村
町
長

、
会
長
代
理
に
野
沢
秀
保
氏
農
業
会
議

員
に
小
林
猪
作
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
互
選
し

た
。

口
町
の
人
事

小川土木課長

総
務
課
長
事
務
取
扱
を
解
く

　
　
　
　
　
　
助
役
田
口
一
男

命
総
務
課
長
高
橋
　
友
義

　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
長
）

、
産
業
課
長
　
小
川
　
　
政
　
一

　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
長
）

　
土
木
課
長
　
小
川
　
　
鶴
作

　
　
　
　
　
　
（
庶
務
係
長
）

　
庶
務
係
長
　
滋
野
　
　
定
良

　
　
　
　
　
　
（
庶
務
係
）

　
総
務
課
勤
務
五
　
十
嵐
　
一
、
勇

　
　
　
　
　
　
（
国
保
衛
生
課
）

新
任
　
国
保
衛
生
課
田
村
　
　
俊
　
一

　
財
政
課
　
　
大
塚
　
　
甚
、
一

退
職　
総
務
課
　
藤
巻
マ
サ
子

ふるさと
　
婦
人
学
級
生
の
記
録
第
二

集
〃
お
か
あ
さ
ん
〃
を
読
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
婦
人
学

級
に
学
ぶ
川
西
の
お
か
あ
さ

ん
た
ち
が
、
朝
早
く
か
ら
夜

は
遅
く
ま
で
鍬
を
ふ
る
い
、

針
を
も
ち
、
、
包
丁
を
握
つ
て

休
む
閑
な
く
働
く
臼
魚
な
ら
ぬ
一
家
を

さ
さ
え
る
指
に
、
持
ち
馴
れ
ぬ
ペ
ン
を

に
ぎ
つ
て
一
生
懸
命
綴
つ
た
尊
い
生
活

の
記
録
に
深
く
感
動
致
し
ま
し
た
。

あ
の
人
も
乙
の
人
も
、
何
と
真
剣
に
ひ

た
む
き
に
、
そ
し
て
つ
つ
ま
し
く
美
し

く
生
き
て
い
ら
れ
る
こ
と
か
、
楽
し
い

話
に
笑
い
を
ざ
そ
わ
れ
、
時
に
涙
ぐ
み

な
が
ら
く
り
返
し
読
み
ま
し
た
。
こ

ど
も
の
よ
き
母
で
あ
り
た
い
と
の
努
刀

と
す
な
お
な
反
省
、
子
ど
も
の
成
長
を

う
れ
レ
そ
う
に
見
て
い
る
夫
の
臼
髪
ま

じ
り
の
横
顔
を
な
が
め
る
時
が
私
の
一

番
し
あ
わ
せ
な
時
で
す
と
の
お
の
ろ
け

ち
よ
つ
ぴ
り
ど
こ
か
に
こ
ん
な
気
持
が

残
つ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
想
う
人
、

乙
れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
周
囲
を
は

つ
き
り
み
つ
め
て
考
え
る
人
た
ち
。

発
表
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
書
く
と
い
う
乙

と
は
努
刀
が
い
り
ま
す
。
書
き
な
が
ら

考
え
、
考
え
な
が
ら
書
く
、
そ
う
や
っ

て
ピ
ツ
タ
リ
し
た
言
葉
を
選
ぶ
習
慣
が

考
え
る
生
活
の
土
台
と
な
つ
て
い
く
、

と
い
う
生
活
記
録
の
趣
旨
を
思
い
合
わ

せ
ま
す
時
か
こ
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
に

よ
つ
て
よ
り
よ
い
町
が
社
会
が
作
ら
れ

て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

ま
た
川
西
俳
壇
の
常
漣
に
幼
い
子
た
ち

と
病
気
の
姑
を
か
か
え
て
鍬
と
る
若
い

お
嫁
ざ
ん
も
居
ま
す
。
　
一
途
な
生
活
の

中
に
何
と
い
う
心
の
豊
か
さ
で
し
よ
う
，
、

美
し
い
か
わ
に
し
の
わ
か
あ
さ
ん
た
ち

で
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
A
）
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長
福
寺
沢
溜
池
湛
水
中

t
農
業
土
木
災
害
復
旧

　
事
業

　
昭
和
三
十
五
年
災
審

の
各
所
復
旧
工
事
も
最

終
年
に
あ
た
り
、
入
札

を
完
了
し
て
工
事
は
進

捗
中
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
、
本
年
急
災
を
受
け

た
長
福
寺
沢
溜
池
災
害

も
、
八
月
七
日
手
直
し

も
終
り
、
検
査
終
了
、

も
っ
か
湛
水
中
で
あ
る

　
こ
れ
ら
事
業
み
お
も

な
る
入
札
状
況
は
別
表

①
の
と
お
り
と
な
り
て

い
る
。

2
公
共
土
木
事
業

　
ω
国
費
工
事

栄
橋
　
本
年
度
は
総
額
五
千
万
円
で

ピ
ヤ
（
橋
脚
）
三
カ
所
（
一
カ
所
七
百

万
円
）
橋
台
一
カ
所
、
　
一
ス
パ
ン
三
十

六
、
六
メ
ー
ト
ル
で
百
四
十
六
、
四
メ

ー
ト
ル
の
間
の
、
構
造
物
と
取
付
道
路

延
長
三
百
二
十
九
メ
ー
ト
ル
、
巾
員
六
、

五
メ
ー
ト
ル
が
予
定
さ
れ
、
植
木
組
に

よ
り
着
工
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
総
工
費
中
に
は
明
年
完
成
を

見
込
む
橋
材
購
入
費
が
含
ま
れ
て
い
る

上
野
舗
装
工
事
　
本
年
度
分
も
工

費
三
百
万
円
で
近
臼
着
工
す
る
ゆ

　
同
地
区
の
県
単
側
溝
工
事
は
百
二
十

三
メ
ー
ト
ル
、
工
費
　
百
万
円

中
仙
田
地
区
　
長
岡
横
沢
松
代
線

は
本
年
度
分
三
百
万
円
で
、
こ
れ
は
用

地
買
収
費
で
終
り
、
工
事
は
明
年
よ
り

と
な
る
。

塩
辛
橋
災
害
復
旧
工
事
は
延
長
八
、

二
六
メ
ー
ト
ル
、
巾
員
三
メ
ー
ト
ル
で

入
札
栄
定
。

　
③
信
濃
川
堤
防
（
国
費
構
築
）

者
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「
＋
五
夜
の
餅
を
食
っ
て
か
ら
稲
ほ

め
ろ
」
と
昔
か
ら
い
わ
れ
て
き
た
が
は

た
し
て
こ
と
し
の
稲
は
ほ
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
「
か
っ
て
な
い
で
き
ば
え

だ
」
、
　
「
ま
あ
、
ま
あ
だ
」
、
　
「
来
年

は
あ
の
点
を
改
善
し
て
失
敗
を
二
度
と

繰
り
返
す
ま
い
」
と
各
自
が
春
か
ら
の

稲
作
り
を
反
省
し
て
お
ら
れ
る
と
思
う

が
、
全
般
的
に
い
り
て
異
状
気
象
？
と

相
次
い
で
多
発
し
た
病
害
虫
を
技
術
と

努
力
に
よ
っ
て
克
服
し
、
ほ
ぼ
平
年
作

に
近
い
作
柄
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
と
み
た

い
。
し
か
し
ま
だ
楽
観
は
許
さ
な
い
。

台
風
の
襲
来
時
期
に
も
な
り
て
い
る
し

ま
た
、
昭
和
三
十
三
年
は
十
五
夜
過
ぎ

の
長
雨
で
倒
伏
と
穂
発
芽
を
生
じ
、
大

打
撃
を
受
け
た
の
だ
。
　
『
勝
っ
て
兜
の

緒
を
締
め
よ
」
と
い
う
、
こ
の
上
は
刈

り
取
り
を
急
ぎ
、
折
角
実
っ
た
も
の
を

む
だ
な
く
良
質
米
で
収
納
し
て
こ
そ
真

の
勝
利
を
手
に
す
る
時
と
信
ず
る
。
し

か
し
、
中
に
は
こ
う
し
た
努
力
も
空
し

く
か
な
り
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
と
こ

ろ
も
相
当
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
平

年
作
に
比
べ
て
三
割
以
上
の
減
収
が
見

込
ま
れ
る
耕
地
は
、
部
落
の
共
済
連
絡

員
（
評
価
員
）
を
通
じ
次
の
期
日
ま
で

に
被
害
申
告
書
を
提
出
し
、
損
害
評
価

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
な
い
と

こ
ろ
は
、
三
割
以
上
の
減
収
耕
地
で
も

共
済
金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
、
減
税
措
置
も
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
第
一
回
評
価
分
　
九
月
三
日

　
（
九
月
二
＋
日
前
に
刈
る
田
）

　
期
臼
経
過
に
つ
き
即
刻

◎
第
二
回
評
価
分
　
九
月
十
四
臼

　
（
九
月
二
＋
八
臼
前
に
刈
る
田
）

◎
第
三
回
評
価
分
　
九
月
二
十
四
日

　
（
九
月
二
＋
九
日
過
ぎ
に
刈
る
田
）

注
①
申
告
書
は
評
価
員
か
ら
受
け
取
り

　
評
価
員
が
保
管
す
る
水
稲
細
目
書
原

，
簿
の
地
名
地
番
に
よ
っ
て
記
入
の
上

提
出
の
こ
と
。

　
②
評
価
は
申
告
期
臼
二
日
後
に
行
な

　
わ
れ
ま
す
か
ら
、
申
告
書
の
右
端
の

　
立
札
を
切
り
取
っ
て
、
現
地
に
風
雨

　
で
失
わ
れ
な
い
よ
う
見
や
す
い
と
こ

　
ろ
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
共
済
係

九
月
の
気
象
予
報

△
中
旬
概
況

　
概
し
て
晴
天
の
臼
が
多
く
、
前
半
は

周
期
的
、
後
半
は
や
や
安
定
し
た
天
気

が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
気
温
は
や
や

高
目
、
降
水
量
は
並
か
少
な
目
、
日
照

は
多
い
で
し
よ
う
。

△
下
旬
概
況

　
旬
を
通
じ
て
天
気
の
変
化
が
早
く
な

り
一
時
ぐ
ず
つ
く
時
期
が
あ
り
ま
す
。

気
温
は
並
で
す
が
後
半
は
一
時
低
目
の

日
が
あ
り
、
降
水
量
は
並
か
や
や
多
目

日
照
は
並
か
や
や
少
な
閏
で
し
よ
う
。
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交
通
安
全
の
た
め
に

　
「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
、
死
ん
だ
ら
ど
う
す

る
ん
だ
、
親
は
い
な
い
の
か
、
親
は
。
・

」
　
っ
い
先
日
の
こ
と
、
一
台
の
大
型

ト
ラ
ツ
ク
を
急
停
車
さ
せ
た
運
転
手
の

口
か
ら
こ
ん
な
バ
声
が
と
ん
だ
。
道
路

の
中
央
に
飛
ぴ
出
し
た
坊
や
は
、
あ
わ

や
と
い
う
寸
前
で
救
わ
れ
て
い
た
。

　
彼
の
い
っ
た
こ
と
ば
を
分
析
す
る
と

「
殺
さ
な
か
り
た
」
と
い
う
安
心
感
が

と
り
さ
に
「
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
」
と
い
わ
せ

殺
し
て
い
た
と
き
の
身
の
破
滅
に
ゾ
ツ

と
し
て
「
死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
」
と
い

わ
せ
、
両
親
の
保
護
看
護
の
責
任
を
追

及
し
て
「
親
は
い
な
い
の
か
、
親
は
」

と
い
わ
せ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
バ
ヵ
ヤ
ロ
ウ
」
と
い
う
こ
と
ば
に

は
、
こ
の
運
転
手
の
雲
助
的
な
、
教
養

の
な
さ
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
　
「
オ
レ

様
の
車
の
お
通
り
だ
ぞ
、
そ
こ
の
け
、

そ
こ
の
け
、
ブ
ー
ブ
ー
」
と
い
う
前
近

代
的
な
考
え
か
た
に
問
題
が
あ
る
。
大

正
の
初
期
な
ら
と
も
か
く
、
今
ど
き
ま

だ
こ
ん
な
運
転
手
が
い
る
の
だ
か
ら
事

故
が
お
き
る
。
こ
う
い
う
男
に
は
免
許

の
取
り
消
し
が
で
き
な
い
も
の
か
。

　
役
場
の
星
名
憲
三
氏
と
い
え
ば
、
め

っ
た
に
ク
ラ
ク
シ
ヨ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
こ
と
で

知
ら
れ
た
人
だ
。
氏
に

い
わ
せ
る
と
、
ク
ラ
ク

社
会

や
父
兄
に
は
幼
児
を
保
護
看
護
す
る
責

任
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
知

　
っ
て
い
て
こ
ま
か
い
目
を
そ
そ
い
で
い

て
く
れ
る
人
は
少
い
よ
う
だ
。
路
上
で

遊
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
。
細
い
道
か

ら
広
い
道
路
に
出
る
と
き
は
必
ず
一
時

停
止
す
る
こ
と
、
右
左
を
よ
く
た
し
か

め
て
か
ら
右
が
わ
を
歩
く
こ
と
、
な
な

　
　
　
　
　
　
　
め
に
道
路
を
横
断
し
な

　
　
　
　
　
　
　
い
こ
と
。
急
に
自
動
車

教
育
が
来
た
ら
驚
い
て
動
か

シ
ヨ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
は
「
オ
レ
の
車

が
通
る
ぞ
、
ド
ケ
・
・
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
ん
な
恐
れ
多
い

こ
と
は
で
き
な
い
、
向
う
様
が
よ
け
て

く
れ
な
け
れ
ば
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
運
転
手

は
め
っ
た
に
事
故
を
お
こ
さ
な
い
。

　
交
通
法
規
を
読
ん
で
み
る
と
、
両
親

な
い
こ
と
、
な
ど
を
よ

く
教
え
、
ま
ず
お
と
な
が
範
を
示
し
、

必
ず
実
行
さ
せ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
だ
。
現
代
人
に
と
っ
て
、
交

通
法
規
を
無
視
す
る
こ
と
は
自
殺
行
為

に
ひ
と
し
い
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
人
の
子
で
あ
っ
て
も
、
前
記

の
こ
と
を
無
視
し
た
子
に
は
遠
慮
な
く

注
意
し
、
よ
く
教
え
て
や
る
こ
と
に
し

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。
交
通
安
全
宣
言
の

町
だ
、
こ
れ
を
町
ぐ
る
み
で
実
行
し
た

な
ら
事
故
の
大
半
は
防
げ
る
は
ず
で
あ

る
。
「
人
の
子
に
よ
け
い
な
・
・
」
と
い

う
親
も
ま
れ
に
は
あ
ろ
う
が
、
こ
ん
な

親
こ
そ
反
省
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
室
島
の
部
落
内
に
は
「
危
い
、
ち
ょ

っ
と
待
て
」
　
「
右
見
て
、
左
見
て
」

な
ど
の
標
識
が
ま
こ
と
に
要
領
よ
く
立

て
ら
れ
て
い
る
。
婦
人
学
級
の
「
し
の

ぶ
会
」
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
、
こ
の

春
馬
自
費
を
出
し
合
り
て
作
り
た
の
だ

と
い
う
。
い
つ
し
か
、
藤
沢
や
高
倉
で

も
立
て
て
く
れ
る
よ
ろ
に
な
っ
た
。
よ

い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
ま
ね
て
ほ
し
い
。

　
ち
か
ご
ろ
何
か
と
事
故
が
多
い
。
な

ぜ
事
故
が
お
き
る
の
か
、
ど
ろ
し
た
ら

防
止
で
き
る
の
か
、
み
ん
な
で
も
う
い

ち
ど
考
え
て
み
よ
う
。
事
故
が
お
き
て

か
ら
で
は
お
そ
い
の
だ
。

国

民
年
金
法
の
｝
部
改
正

　
　
　
年
金
額
の
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
支
給
制

　
第
四
十
三
回
通
常
国
会
に
お
い
て
国

民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
福

祉
年
金
額
の
増
額
、
支
給
制
限
み
緩
和

豪
給
範
囲
の
拡
大
な
ど
福
祉
年
金
を
主

体
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
　
高
令
任
意
加
入
被
保
険
者
の

　
　
再
加
入

　
満
五
十
才
以
上
の
高
令
任
意
加
入
被

保
険
者
が
更
生
年
金
等
に
加
入
し
た
た

め
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格
を
、
喪
失

し
、
そ
の
後
更
に
更
生
年
金
等
を
喪
失

し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
喪
失
の
日

か
ら
三
ヵ
月
以
内
の
申
出
に
限
り
国
民

年
金
に
再
加
入
で
き
る
（
今
ま
で
は
、

限
の
緩
和

高
令
任
意
加
入
被
保
険
者
の
再
加
入
は

で
き
な
か
っ
た
）

●
　
福
祉
年
金
額
の
引
上
げ

　
福
祉
年
金
の
額
が
次
の
よ
う
に
引
上

げ
に
な
り
、
本
年
九
月
分
よ
り
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
老
令
福
祉
年
金
一
三
、
二
〇
〇
円
（
年

墾
、
二
〇
〇
円
増
）
障
害
福
祉
年
金
昌

哺
、
六
〇
〇
円
（
年
額
鑑
、
六
〇
〇
円
増
）

母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子
福
祉
年
金
一

五
、
六
〇
〇
円
（
年
額
三
、
六
〇
〇
円
増
）

●
　
受
給
権
者
本
人
の
所
得
に
よ
る

　
　
支
給
制
限
の
緩
和

　
受
給
権
者
本
人
の
前
年
度
分
所
得
額

に
よ
る
支
給
制
限
が
今
ま
で
の
＋
五
万

円
か
ら
十
八
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

●
　
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る

　
　
支
給
制
限
の
緩
和

　
扶
養
義
務
者
の
前
年
度
分
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
は
扶
養
親
族
等
が
五
人
の

場
合
、
今
ま
で
五
＋
万
円
程
度
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
六
＋
万
円
と
さ
れ
た
。

G
讐
母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子
福
祉

　
　
年
金
の
支
給
範
囲
の
拡
大

　
．
母
子
福
祉
年
金
及
ぴ
準
母
子
福
祉
年

金
の
支
給
要
件
と
さ
れ
る
子
・
孫
．
弟

妹
は
す
べ
て
義
務
教
育
終
了
前
の
も
の

と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
し
く
二
十
才
未

，
満
の
重
度
の
不
具
廃
疾
者
も
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
　
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正

　
国
民
年
金
法
母
子
福
祉
年
金
に
併
行

し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

に
お
い
て
も
、
年
金
額
及
び
支
給
範
囲

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

　
年
金
額
基
本
月
墾
、
O
O
O
円
（

今
ま
で
八
○
○
円
）
児
童
二
人
の
場
合

月
額
一
、
七
〇
〇
円
、
三
人
以
上
の
場
合

・
は
三
人
目
か
ら
の
児
童
一
人
に
つ
き
四

〇
〇
円
の
加
算
。

　
支
給
範
囲
の
拡
大
国
民
年
金

法
の
母
子
福
祉
年
金
と
同
じ
く
義
務
教

育
終
了
前
の
児
童
及
ぴ
二
十
才
未
満
の

，
重
度
の
不
具
廃
疾
児
童
が
支
給
の
対
象

と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
（
社
会
係
）

知
事
表
彰

▽
こ
の
ほ
ど
塚
田
県
知
事
か
ら
三
十
七

年
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
共
同

募
金
に
協
力
し
た
次
の
方
に
褒
状
が
贈

ら
れ
た
。
鯉
曝
た
す
け
｛
臓
難
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘
中
全
校

共
同
募
金
｛
赤
岩
小
全
校

臆
病
な
子
ど
も

　
も
の
を
こ
わ
が
る
と
い
う
気
持
ち
は

ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で
し
よ
う
か
。

ま
た
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
の
だ
ろ

う
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。
ど
う
い
う
も

の
を
こ
わ
が
る
か
、
ど
ん
な
と
き
こ
わ

が
る
か
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。
も
の
お
じ
の
ひ
ど
い
子

ど
も
、
臆
病
な
子
ど
も
に
は
、
二
つ
の

原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
生
ま

れ
つ
き
も
の
お
じ
の
強
い
子
ど
も
が
、

、
親
も
気
づ
か
な
い
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
が
原
因
で
、
そ
れ
が
強
く
心

に
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
と
き
で
す
。

こ
う
い
う
子
ど
も
は
、
場
所
が
変
わ
っ

た
り
、
今
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い
こ
と

　
　
　
　
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

室
う
奎
き
に
・
ど
う
し
て
も

婦
募
か
ら
進
ん
で
す
る
こ
と

　
　
　
　
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ

健
れ
に
不
安
憲
じ
て
、
ま
わ

保
棚
齢
鼎
綜
鋤
齢

は
鬼
が
出
て
き
た
り
、
魔
法
使
い
が
出

て
き
た
り
す
る
話
を
嫌
い
、
自
動
車
が

衝
突
し
た
話
を
す
る
と
、
自
動
車
に
乗

る
の
を
こ
わ
が
っ
た
り
し
ま
す
。
虫
を

こ
わ
が
っ
た
り
、
ど
う
し
て
も
男
の
お

客
様
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
子
ど
も
も

あ
り
ま
す
が
、
お
か
あ
さ
ん
が
あ
せ
っ

て
、
早
く
気
丈
な
子
ど
も
に
し
よ
う
と

努
め
す
ぎ
る
と
、
何
か
の
は
ず
み
に
、

い
っ
そ
う
こ
わ
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す

か
ら
、
い
た
わ
り
を
も
っ
て
、
知
能
の

発
達
と
と
も
に
注
意
深
く
指
導
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の
原
因

は
、
成
長
の
途
中
で
、
強
く
心
を
驚
か

さ
れ
た
よ
う
な
事
件
に
ぶ
つ
か
っ
た
た

め
で
す
。
犬
に
か
ま
れ
た
と
か
、
自
転

車
に
衝
突
し
て
ケ
ガ
を
し
た
時
、
強
い

シ
ヨ
ツ
ク
を
味
わ
り
た
か
ら
で
す
。
こ

う
し
た
子
ど
も
は
、
自
分
が
ひ
ど
い
目

に
あ
っ
た
事
件
に
関
連
し
た
こ
と
に
は

強
い
恐
怖
心
を
い
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
こ
と
に
は
案
外
の
ん
き
な
の
が

普
通
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
も
、
時

の
た
つ
の
を
待
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
恐
怖

心
を
ほ
ぐ
し
て
”
い
く
ほ
か
な
い
で
し
よ

う
。
犬
や
ね
こ
を
こ
わ
が
る
時
は
、
縫

い
ぐ
る
み
の
犬
や
ね
こ
を
持
た
せ
、
そ

れ
に
な
れ
て
き
た
ら
生
き
た
子
犬
や
子

ね
こ
を
与
え
、
だ
ん
だ
ん
本
物
の
犬
や

ね
こ
を
か
わ
い
い
と
思
う
よ
う
に
導
い

て
ゆ
き
ま
す
。
暗
や
み
を
こ
わ
が
る
子

ど
も
は
、
暗
く
し
た
部
崖
の
窓
を
開
け

星
空
を
見
な
が
ら
、
星
の
話
や
、
林
の

中
で
寝
て
い
る
け
も
の
の
話
を
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
一
晩
や
二
晩
で
直
す

こ
と
は
無
理
で
す
が
、
少
し
ず
つ
な
れ

て
、
暗
や
み
を
こ
わ
が
ら
な
く
な
り
、

星
空
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
し
よ

う
。
お
か
あ
さ
ん
の
中
に
は
、
子
ど
も

を
し
か
る
と
き
「
泣
く
と
お
巡
り
さ
ん

に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
す
よ
」
と

か
「
暗
い
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
し
ま
う
」

と
ず
い
ぶ
ん
不
用
意
に
お
ど
し
叉
句
を

な
ら
べ
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
子
ど
も
に

恐
怖
心
を
与
え
て
い
ま
す
。
雷
が
い
や

だ
と
か
、
蛇
を
見
る
と
ゾ
ツ
と
す
る
と

い
う
臆
病
な
お
か
あ
さ
ん
が
い
ま
す
が

こ
れ
は
子
ど
も
に
感
染
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
の
前
で
は
不
用
意
な
こ
と
ば
は

つ
つ
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

全
然
も
の
お
じ
し
な
い
子
ど
も
も
、
危

険
で
す
か
ら
、
大
き
な
ケ
ガ
を
防
ぐ
意

味
か
ら
、
小
さ
な
ケ
ガ
を
さ
せ
て
み
る

こ
と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。
も
の
を
恐

れ
る
心
は
、
あ
る
程
度
わ
が
身
を
危
険

か
ら
守
る
の
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
大
胆
な
う
ち
に
も
細
心
な
、
心
の
芽

を
育
て
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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としよりの日（9月15日）

　
老
後
の
生
活
が
明
る
く
、
豊
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
と
し
よ
り
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
人
の
真
実
の
願
い
で
あ
り
、
老
人
の
福
祉
は
、
単
に
「
と
し

よ
り
」
の
た
め
の
も
の
は
か
り
で
な
く
す
べ
て
の
人
に
共
通
し
た
問
題
で
す
。

　
老
人
福
祉
法
に
よ
つ
て
、
九
月
十
五
日
が
「
老
人
の
日
」
と
定
め
ら
れ
、
こ

の
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
老
人
福
祉
週
間
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
も
老
令
人
口
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
老
人
も
若
い
人
も
子
ど
も
も
、

み
ん
な
こ
ぞ
つ
て
老
後
の
健
康
と
福
祉
を
確
保
し
、
こ
れ
を
た
か
め
る
た
め
に

協
力
し
、
平
和
な
家
庭
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
乙
と
し
の
ス
ロ
！
ガ
ン
は
、
‘
「
霜
と
し
よ
り
に
わ
た
よ
り
を
」
で
す

、
老
後
は
と
も
す
れ
は
孤
独
に
な
り
、
淋
し
い
も
の
で
す
が
、
町
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
「
た
よ
り
」
を
出
す
乙
と
に
よ
つ
て
、
老
人
を
な
ぐ
さ
あ
る
と
同
時
に
、

老
人
問
題
に
、
少
し
で
も
関
心
を
持
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

血
撃
騰
、

　　　臨
　講購

馨
驚糞

凝

翠’

揃

照
・

輔

、
r
謝
藷

懸．
　　纒、鍵

七
十
五
才

　
　
以
上
に
記
念
菓

　
県
で
は
「
老
人
ρ
日
」
、
を
記
念
し
て

県
内
に
住
む
七
十
五
才
以
上
の
老
人
に

対
し
て
、
昨
年
か
ら
敬
老
品
を
贈
つ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
も
．
こ
の
県
の
計
画
に
も
と

ず
い
て
、
町
の
社
会
係
で
準
備
中
で
す

が
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

雛

　
一
対
象
者
（
敬
老
品
の
贈
与
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
者
）

　
①
昭
和
三
＋
八
年
九
月
＋
五
目
現
在

町
の
庄
民
で
あ
る
こ
と
（
庄
民
登
録
の

・
あ
る
者
）

　
②
明
治
二
十
一
年
九
月
十
五
日
以
前

に
生
ま
れ
た
者
（
七
十
五
才
以
上
〉

二
敬
老
品
の
種
類
お
よ
ぴ
種
類
別
対
象

者
。
　
①
明
治
二
＋
一
年
九
月
＋
五
日
以
前

慧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
ま
た
こ
ん
ど
九
十
才
に
達
つ
し
て
記

念
晶
と
褒
状
の
対
象
と
な
る
の
は
次
の

四
各
の
万
で
す
。

　
田
ロ
ヨ
子
（
木
落
）
入
沢
倉
蔵
（
上

野
）
柄
沢
幸
作
（
沖
立
）
高
橋
ナ
ツ
（

神
社
町
）

　
記
念
菓
、
記
念
品
等
は
い
ず
れ
も
民

生
委
員
を
通
し
て
「
老
人
の
福
祉
週
間

」
中
に
各
家
庭
に
わ
く
ば
り
す
る
予
定

で
す
。
　
●

　
以
上
は
県
が
行
う
敬
老
行
事
で
す
が

つ
い
先
日
（
五
日
）
千
手
地
区
の
敬
老

会
も
開
か
れ
二
十
二
日
は
橘
地
区
の
敬

老
会
も
計
、
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
（

上
野
・
仙
田
地
区
は
五
月
に
実
施
済
）

　
お
と
し
よ
り
自
身
も
、
最
近
は
な
か

、
な
か
意
欲
的
で
、
三
十
五
年
に
「
と
き

わ
会
」
　
（
上
野
）
が
誕
生
し
た
の
を
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

川西町長寿者番付
（昭和58年19月11日現在調査）

（東）　才月 （西）

　　　　才月
登坂トマ（岩瀬）　95。04 横綱 高橋フサ　（学校貯9504
上村子之吉（上野）92．07『 大関 渡貫徳松　（新0瑚IE◎92．00

柄沢サト（沖立）　91．07 関脇 長谷川常蔵（赤谷）　91．00

根津徳蔵（原田）　9α11

入沢倉蔵（上野）　90．0、5

小結

前頭

田ロヨ子　（木落、　90．11
　　　　　　　’柄沢幸作　（沖立）　90．05

高橋ナツ（神社町）9α01 〃 星呂ソノ　（上野）　89。10

小海磯吉（小根岸）89．07 〃 関ロロク　（中央町）89．04
丸山ツヤ（新町新の89．01 〃 佐藤市蔵　　（田中）　8900

高橋モト（高倉）　88．11 〃 大井リヨ　（中央町）88．07

太田ヒロ（田中）　88．07

喜多善吉（四郎兼）88．03
〃
〃

・星名ユゥ　　（『下平新圧）88．07

南雲スミ　（中仙rの87．08
池竹サキ（原田）　8λ07 〃 高橋子ン　　（高倉）　8ス06

大井刀子（寺尾）　87．06 ！”

高橋ハル　（赤谷）　8λ06
樋ロィ子（下平新御8λ04 〃 滋野浜吉　（野口）　8λ02
丸山次郎吉（霜条）86．↑0 〃 押木トメ　　（田戸）　86．08

小川キミ（赤谷）　86．05
’！

根津久蔵　（原田）　86．04

斎藤順太郎α善静86，02 〃 相崎マサ　（沖立）　86．01
大平リ，卜（原田）　85。08 十両 高橋又七　（赤谷）　85．05

田畑熊蔵（元町）　85．05 〃 江ロコン　　（小臼倉）85．04

村越菊蔵（野口）　85．05 〃 小幡トラ　　（木落）　　85．臼2

高橋トノ（赤谷）85．02 〃 田中庫蔵　（小臼倉）85．01

小海サキ（小根岸）85。00 〃

＼

に
生
ま
れ
た
者
全
員
に
対
し
て
は
、
百

円
程
度
の
記
念
菓
に
知
事
の
お
祝
い
の

こ
と
ば

　
②
明
治
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
明

治
六
年
九
月
二
十
一
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
者
（
九
十
才
V
に
対
し
て
は
、

千
円
程
度
の
記
念
品
と
知
事
の
褒
状

　
③
文
久
二
年
九
月
二
十
一
臼
か
ら
文

久
三
年
九
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
者
（
百
才
）
に
対
し
て
は
、
三
千
・

円
程
度
の
記
念
品
と
褒
状

　
四
名
に
千
円

　
　
　
相
当
の
記
念
品

　
町
の
明
治
二
十
一
年
九
月
十
五
日
以

前
に
生
ま
れ
た
者
は
三
百
八
十
名
で
、

咋
年
よ
ρ
十
三
名
多
い
こ
れ
ら
の
人
た

ち
に
は
記
念
菓
を
贈
り
ま
す
。

切
り
に
、
各
地
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
組
織

さ
れ
余
生
に
明
る
く
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
す
。

老
人
福
祉
法
で

　
　
　
健
康
診
断
を
実
施

　
八
月
一
日
か
ら
施
行
と
な
つ
た
老
人

福
祉
法
に
定
め
ら
ポ
た
具
体
的
な
福
祉

の
施
策
と
し
て
、
健
康
診
査
の
実
施
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
に
よ
る
世
話
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
の
事
業
に
援
助
等
が
あ
り

す
で
に
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
町
で

も
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
当
面
の
老
人
間
題
を
所
管
の

金
山
課
長
か
ら
語
つ
て
い
た
だ
い
た
。

金
山
教
養
課
長
談

　
な
が
い
人
生
航
路
を
、
ま
つ
す
ぐ
進

ん
で
こ
ら
れ
た
老
人
の
、
静
か
な
る
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
ノ

生
を
、
明
る
く
見
守
つ
’
て
や
り
、
あ
た

た
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
る
「
老

人
福
祉
法
」
が
、
八
月
一
臼
を
も
つ
て

施
行
に
な
つ
た
こ
と
は
、
ご
の
面
の
保

障
制
度
が
お
く
わ
て
わ
つ
た
口
本
と
し

て
は
、
お
目
出
た
い
こ
と
だ
。

　
「
家
」
と
い
う
も
の
の
変
革
に
よ
つ

て
、
老
人
が
、
と
か
く
、
う
ら
淋
し
さ

を
感
じ
て
い
る
現
在
、
十
分
と
は
い
え

な
い
ま
で
も
、
多
少
心
強
さ
を
感
ぜ
ら

れ
る
と
思
う
が
、
当
局
者
も
、
た
だ
単

な
る
手
つ
づ
き
上
の
こ
と
な
ど
面
倒
に

せ
ず
、
十
分
あ
た
た
か
い
手
が
届
く
よ

う
考
慮
す
べ
き
だ
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
援

助
な
ど
、
老
人
の
実
態
に
即
し
て
、
補

助
基
準
な
ど
も
つ
と
低
く
く
す
べ
き
だ

　
町
と
し
て
も
、
乙
の
主
旨
に
そ
つ
て

施
築
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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・
…
社
会
を
明
る
ぐ
す
る
運
動
・
…

み
ん
な
の
手
で
住
み
よ
い
町
に

　
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
進
ん
で
力
を
あ
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
き

ず
こ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
も
迎
え
て
本
、

年
は
＋
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
県
下
の
犯
罪
は
増
加

傾
向
の
一
途
を
た
ど
り
、
特
に
非
行
少

年
増
加
、
・
悪
質
化
が
目
立
ち
、
非
行
年

令
の
低
下
も
き
わ
だ
っ
て
お
り
、
関
係

者
や
住
民
の
心
痛
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
非
行
少
年
や
犯
罪

者
の
更
生
に
、
犯
罪
防
止
に
た
く
さ
ん

の
関
係
者
が
日
夜
努
力
を
続
け
て
お
り

ま
す
。更
生
保
護

　
　
　
　
婦
人
会
が
誕
生

　
川
西
町
で
は
七
名
の
保
護
司
が
法
務

大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、
町
民
の
福
祉
の

た
め
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
働
い
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り

で
あ
の
ま
す
が
、
と
の
保
護
司
に
協
力

し
母
親
の
立
揚
か
ら
母
性
愛
を
持
っ
て
・

犯
罪
防
止
に
務
め
非
行
少
年
擁
護
の
目

的
で
更
生
保
護
婦
人
会
（
旧
オ
パ
ー
ル

婦
人
会
）
が
発
足
し
、
当
町
で
十
一
名

の
会
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
保
護
司
や
婦
人
会
の

活
動
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
国
民
ひ
と
り

ひ
と
り
の
暖
か
い
思
い
や
り
が
、
援
助

の
手
が
必
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め

ひ
と
り
の
脱
落
者
も
な
い
健
全
な
川
西

町
に
す
る
た
め
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
け
る
深
い
理
解
と
愛
の
手
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

愛
の
協
力
封
筒

　
　
　
　
募
金
に
協
力
を

　
こ
れ
ら
犯
罪
防
止
と
対
策
の
た
め
、

、
犯
罪
予
防
活
動
、
保
護
観
察
活
動
等
の

資
金
，
と
し
て
、
例
年
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
門
愛
の
協
力
封
筒
募
金
」
、
を
本

年
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

．
近
日
中
に
嘱
託
員
よ
り
募
金
封
筒
の
配

布
を
行
な
い
ま
す
の
で
一
口
二
十
円
以

上
の
寄
与
を
賜
わ
り
た
く
、
趣
旨
ご
賢

察
の
う
え
応
分
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
係
）

太
田
さ
ん
に
表
彰
状

　
中
央
町
太
田
長
栄
さ
ん
が
昭
和
三
十

八
年
度
新
潟
県
保
護
司
大
会
に
お
い
て

新
潟
県
保
護
司
連
盟
会
長
よ
り
表
彰
状

を
受
け
た
－
太
田
さ
ん
は
保
護
司
と
し

　
　
ヤ
て
多
年
の
勤
続
を
な
し
、
犯
罪
予
防
に

保
護
司
会
活
動
に
貢
献
し
、
地
域
社
会

藷
雑
醤
黎
た
功
績
が
認
め

財
務
事
務
所
か
ら
、

　
　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
税
の

　
　
　
　
　
　
「
延
滞
金
」
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
　
一
般
に
お
金
の
貸
借
が
発
生
い
た
し

E
ま
す
と
利
息
が
伴
な
い
ま
す
。

税
金
に
つ
い
て
も
同
様
、
納
期
限
ま
で

に
納
入
が
な
い
と
利
息
に
対
応
す
る
も

の
が
つ
き
ま
す
。
　
（
縁
の
な
い
方
が
多
二

い
で
す
が
）

し
か
し
な
が
ら
地
方
税
（
町
税
・
県
税

を
賦
課
、
徴
収
す
る
た
め
の
法
律
）
）

上
で
は
利
息
と
は
言
わ
ず
「
延
滞
金
」

と
い
う
名
称
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
納
税

者
が
納
期
内
に
納
入
さ
れ
て
お
り
ま
す

現
在
で
は
、
　
「
延
滞
金
」
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
ほ
ん
の
少
々
で
す

こ
の
「
延
滞
金
」
が
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
三
十
八
年
＋
月
一
臼
か
ら
臼
歩
四

銭
に
な
り
ま
す
。
　
（
但
し
督
促
状
発
布

の
日
と
も
＋
二
日
目
か
ら
納
付
の
日
ま

で
臼
歩
四
銭
、
督
促
状
発
布
の
日
前
は

臼
歩
二
銭
）
税
の
納
入
は
国
民
の
大
切

’
な
義
務
で
あ
る
こ
と
は
＋
分
ご
承
知
の

『
皆
様
で
す
の
で
川
西
町
の
納
税
者
の
負

担
す
る
税
の
収
納
状
況
は
い
つ
も
百
パ

ー
セ
ン
ト
に
近
い
率
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
部
分
的
に
で
は
あ
り
ま
す

が
、
納
期
内
納
入
を
さ
れ
な
い
も
の
も

．
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
滞
納
金
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
「
滞
納
金
」
に

つ
い
て
「
延
滞
金
」
が
加
算
さ
れ
ま
す

こ
の
「
延
滞
金
」
を
納
め
る
こ
と
は
、

自
分
の
財
布
か
ら
み
る
と
は
な
は
だ
む

だ
で
あ
り
、
か
つ
大
変
な
損
に
な
り
ま

す
。
滞
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
少
し
く

ら
い
無
理
で
も
税
金
は
期
限
ま
で
に
納

め
て
む
だ
な
利
息
ま
で
納
め
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
お
骨
お
り
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
改
正
税
法
施
行
を
前
に
、
　
「

延
滞
金
」
に
つ
い
て
皆
さ
ま
が
た
の
参

考
ま
で
に
記
し
ま
し
た
が
、
滞
納
さ
れ

て
い
る
一
部
の
方
に
は
、
こ
れ
を
機
会

に
是
非
「
延
滞
金
」
ま
で
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
か
ら
脱
し
ら
れ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

税務

署
か
ら

台
風
と
税
金

　
こ
と
し
も
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
い
り

ま
し
た
。
万
全
の
備
え
は
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
し
よ
う
が
、
不
幸
に
し
て
災
害

を
受
け
た
か
た
に
は
税
務
署
と
し
て
も

種
々
の
救
済
方
法
を
講
じ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
該
当
す
る
方
は
国
税
通

則
法
を
は
じ
め
災
害
減
免
法
、
所
得
税

法
等
の
規
定
に
よ
つ
て
税
の
減
免
、
徴

収
の
猶
予
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
被

災
後
な
る
べ
く
早
く
税
務
署
ま
た
は
役

場
税
務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
災
害
を
受
け
た
と
き
に

　
．
国
税
に
未
納
の
あ
る
人

　
．
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
あ
る
人

　
・
給
与
に
つ
い
て
源
泉
徴
収
を
う
け

　
　
て
い
る
人

　
．
相
続
税
、
贈
与
税
の
延
納
中
の
人

二
、
相
続
税
の
申
告
前
に
相
続
し
た
財
産

　
に
被
害
の
あ
っ
た
人
。

三
、
今
年
贈
与
を
う
け
た
財
産
に
被
害
の

あ
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
の

四
、
事
業
用
財
産
に
被
害
の
あ
っ
た
人

・
時
間
を
守
り
ま
し
よ
う

▲
集
会
は
五
分
前
出
席
を
習
慣
づ

　
け
、
始
め
と
終
わ
り
の
時
刻
を

　
厳
守
し
ま
し
よ
う
。

▲
訪
問
は
相
手
の
め
い
わ
く
に
な

　
ら
な
い
時
刻
を
え
ら
び
む
だ
話

　
せ
ず
に
早
く
帰
る
よ
う
に
し
ま

　
し
よ
・
つ
o

　
気
づ
か
わ
れ
た
イ
モ
チ

病
の
多
発
も
い
っ
せ
い
共

同
防
除
等
農
家
の
皆
さ
ん

の
ご
努
力
に
よ
り
何
と
か

平
年
作
は
確
保
で
き
そ
う

で
す
。
八
月
末
で
〆
切
ら

れ
た
米
の
予
約
申
込
み
数

量
も
六
万
俵
に
迫
り
、
年

年
倉
庫
は
ふ
く
れ
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　
米
価
も
一
五
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
昨
年
よ
り
一
、

〇
二
七
円
上
が
り
、
別
表

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
予
約
を
う
わ
回
わ

り
良
い
お
米
が
ど
し
ど
し

出
荷
さ
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

諸
加
算
額

　
俵
代
（
複
式
）
＝
二
三

　
円
・
酒
米
加
算
二
五
〇

　
円
・
も
ち
米
加
算
（
水

　
稲
）
五
二
五
円
（
陸
稲

　
）
ニ
ニ
五
，
円

　　　　　　　昭和58年産米政府売渡価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　（うるち玄米裸60Kg当たり）

邑，11き1叢1㌻㌶illl1；業1”藤IIll”1

」ユ＿£塑⊥．潔鯉L卿円L鱗劇

川西中屋体建築現場

　総工事費Z740万円のうち，本年は況000万円の工事費
でステージを含む運動場と渡りろう下の建築が進められて

いる。かまぼこ型のこの体育舘が，町の学校体育のセンタ

～としてその偉容をほこる日も近い。
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如
意
庵
の
ボ
ン
｛
子
碑

仁
田
部
落
の
如
意
庵
の
名
は
、
悲
し

く

ま
た
信
心
深
い
物
語
り
と
い
つ
し
よ

に
、
昔
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
に
知
ら
れ

て
来
た
。

　
し
か
し
、
裏
山
に
橘
中
学
が
建
て
ら

れ
た
り
、
め
ず
ら
し
い
コ
ブ
の
あ
る
ケ

ヤ
キ
も
切
ら
れ
て
し
ま
つ
て
、
昔
の
話

を
な
つ
か
し
く
想
い
起
す
風
惰
が
ほ
と

ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
つ
た
。
p

　
時
代
と
い
う
も
の
は
、
，
こ
の
よ
う
に

し
て
気
の
つ
か
ぬ
う
ち
に
新
し
く
切
り

替
え
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
こ
の
境
内
を
横
切
つ
て
登

校
す
る
中
学
生
の
胸
の
中
に
、
住
，

．
み
な
れ
た
江
戸
を
は
な
れ
て
こ
こ

へ
旅
を
し
で
来
た
お
菊
さ
ん
の
気

持
は
、
い
つ
た
い
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
如
意
庵
の
境
内
に
、
大
き

な
ボ
ン
（
梵
）
字
碑
が
あ
る
。
文

化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
書
か
れ

た
「
節
黒
城
蹟
記
」
に
よ
る
と
、

　
　
「
上
野
ヨ
リ
北
十
五
町
バ
カ
リ

　
ニ
仁
田
村
ア
リ
、
此
地
二
石
碑

　
ア
リ
テ
、
高
サ
三
尺
バ
カ
リ
上

来
て
い
た
よ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
ボ
ン
字
碑
は
魚
沼
地
万

に
例
が
多
く
、
い
ず
れ
も
六
百
年
く
ら

い
前
の
南
北
朝
時
代
の
年
号
が
は
い
つ

て
，
い
て
当
時
の
官
軍
と
賊
軍
の
移
り
変

り
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
つ
て
い
た
「

　
川
西
町
に
は
、
如
意
庵
の
他
に
も
、
、

　
　
千
手
友
重
（
正
平
二
年
の
年
号
）

　
　
　
　
坪
山
（
配
．
平
八
年
）

が
あ
り
、
三
領
に
も
年
号
不
明
の
同
種

の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
石
碑
が
、
果

レ
て
鬼
門
除
け
で
あ
る
の
か
供
養
塔
で

あ
る
の
か
、
墓
で
あ
る
の
か
、
ま
た
記

　
　
念
碑
的
な
も
の
で
あ
つ
た
の
か
明

ふるさとをさぐる⑪

　
ニ
キ
リ
ク
字
等
ノ
三
字
ア
リ
、
是
三

尊
ノ
種
子
ナ
リ
、
下
二
年
時
ヲ
ツ
ナ

　
グ
即
チ
正
平
十
二
年
ト
ア
リ
；
；
」

　
「
此
石
碑
ヲ
立
ツ
ル
ト
コ
ロ
ス
ナ
ハ

　
チ
当
城
ノ
丑
軍
ニ
ア
タ
レ
バ
、
孤
シ

　
ク
鬼
門
ノ
守
護
卜
見
ヘ
タ
リ
；
・
∴

な
ど
と
記
さ
れ
、
上
野
の
節
黒
城
の
鬼

門
除
け
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
仁
田
村
の
よ
う
す
を
幕
府
へ
報

告
し
た
も
の
（
地
誌
書
上
帳
）
に
も
、
、
、

「
古
来
ノ
伝
説
ニ
ハ
、
節
黒
城
ノ
東
北

二
当
リ
テ
、
当
城
守
護
ノ
為
二
建
テ
ラ

レ
候
事
卜
承
リ
申
候
」
と
あ
つ
て
、
昔

か
ら
、
節
黒
城
の
つ
な
が
り
と
考
え
て

　
　
ら
か
に
．
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
本
年
五
月
に
＋
日

　
　
町
市
大
黒
沢
で
お
こ
な
わ
れ
た
調

　
　
査
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
石
碑
は

　
　
恐
ら
く
墓
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

　
　
が
推
測
さ
れ
、
学
界
の
話
題
を
呼

　
　
ん
で
い
る
．

　
　
　
大
黒
沢
の
ボ
ン
字
碑
は
、
坪
山

　
　
の
も
の
と
同
じ
配
平
八
年
で
、
し

　
　
か
も
た
つ
た
｝
臼
ち
が
い
の
日
附

　
　
が
入
つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

　
　
下
か
う
人
骨
二
体
分
を
入
れ
た
つ

ぼ
二
箇
が
据
え
ら
れ
、
火
葬
で
あ
つ
た

こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

　
友
重
、
坪
山
部
落
の
碑
も
、
如
意
庵

の
も
の
も
、
恐
ら
く
最
初
か
ら
そ
の
場

所
に
あ
つ
た
も
の
で
な
く
、
必
ず
移
さ

れ
て
い
ま
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
、
原
形
に
つ
い
て
と
や

か
く
い
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
恐

ら
く
同
様
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う

　
節
黒
城
の
鬼
門
除
け
と
い
う
伝
説
は

昔
な
が
ら
の
ゆ
か
り
あ
る
も
の
だ
ろ
う

け
れ
ど
も
、
異
つ
た
観
点
か
ら
、
貴
重

な
資
料
保
存
を
は
が
つ
て
い
く
の
も
大

切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。

盛
況
だ
つ
た

仮
装
大
会
（
上
野
）

　
　
　
　
四
十
三
組
が
出
場

　
恒
例
の
上
野
諏
訪
神
社
祭
礼
は
地
元

商
店
会
が
主
催
し
て
ひ
ら
い
た
仮
装
大

会
（
二
十
六
日
夜
）
で
頂
点
に
達
つ
し

た
よ
う
だ
。
そ
れ
を
う
ら
が
き
す
る
よ

う
に
、
当
夜
の
人
出
は
約
三
千
人
、
広

い
は
ず
の
道
路
も
う
ず
ま
つ
て
し
ま
い

仮
装
の
万
も
四
十
三
組
が
参
加
す
る
と

い
ろ
予
想
外
の
出
来
、
本
当
に
お
祭
り

さ
わ
ぎ
を
地
で
ゆ
く
盛
況
さ
を
み
せ
た

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り

一
位
　
悪
追
放
に
の
り
だ
す
三
蔵
法
師

　
　
千
手
川
崎
信
夫
ほ
か
八
名

二
位
　
農
村
の
花
嫁
キ
キ
ン
対
策

　
　
伊
友
大
塚
甚
一
ほ
か
十
一
名

三
位
　
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
音
頭

一」角u角u角”繭剛∩』

　
　
上
野
内
山
工
場
従
業
員
七
十
四
名

四
位
西
部
の
勇
士

　
　
新
町
若
山
俊
雄
ほ
か
二
名

五
位
　
無
法
松
の
一
生

　
　
千
手
金
子
佳
子
ほ
か
二
名

六
位
　
野
ぎ
つ
ね
三
次
、
七
位
　
桃
太

郎
、
八
位
　
神
田
祭
テ
コ
踊
り
、
九
位

世
の
お
と
な
族
よ
子
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
つ
、
十
位
　
浦
島
太
郎

川
西
町
商
工
会
長
賞
　
宝
船

　
　
三
領
高
橋
匠
市
ほ
か
七
名

大
会
賞
一
席
桃
汰
郎
一
行

　
　
上
野
星
名
秀
利
ほ
か
三
呂

大
会
賞
二
席
　
カ
ル
カ
ヤ
、
同
三
席

う
さ
ぎ
と
か
め

ア
イ
デ
ア
賞
　
婦
人
消
防
団

　
　
新
町
若
山
ハ
ル
ェ
ほ
か
九
名

努
力
賞
豊
年
宝
船

　
　
千
手
丸
山
　
　
ほ
か
一
呂

（
写
真
は
仮
装
大
会
風
景
）

◎
歯
の
み
が
き
方
巡
回
指
導

　
九
月
三
十
日
午
前
＋
時
半
か
ら
千
手

小
、
午
後
一
時
か
ら
仙
田
小
で
県
の
ヘ

ル
ス
カ
ー
が
巡
回
指
導
す
る
予
定

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

喜
多
恵
美
子
保
長
女
東
善
寺

西
万
　
君
雄
清
長
男
中
島
町

清
水
　
幸
子
良
家
二
女
上
野

古
沢
　
　
　
実
英
保
長
男
上
　
野

木
村
　
尚
子
幸
治
長
女
室
島

増
田
　
一
弘
新
一
長
男
室
島

押
木
美
代
子
耕
二
二
女
中
仙
田

片
桐
　
武
俊
繁
行
長
男
小
臼
倉

江
口
　
　
　
茂
　
一
　
二
男
小
臼
倉

片
桐
　

豊
実
三
男
小
白
倉

片
桐
　
　

司
信
二
長
男
小
臼
倉

片
桐
　
　
広
美
昌
好
二
女
大
白
倉

川
崎
　
　
功
清
治
二
男
桐
山

川
崎
ち
よ
子
　
一
郎
三
女
越
ケ
沢

野
上
　
騎
弘
健
次
郎
長
男
上
野

高
松
　
　
憧
道
道
生
長
男
　
中
屋
敷

昇
天
卜
御
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
勝
治

星
名
　
　
静

平
野
　
ス
イ

登
坂
留
三
郎

中
条
　
久
野

上
町
五
五

学
校
町
四
六

山
野
田
■
五
一

岩
瀬
八
九

大
倉
三

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

σや

顯
σb

鞭撫
σり
新
郎
新
婦

斎高佐青駒長岡高
木橋藤木林部部橋
美已夕
智代ミー春三俊満
子治子栄代郎子雄
　　　　　　神
高高藤田長中奈室

満
雄
室
島

俊
子
神
奈
川
県
か
ら

岡
か
ら

戸沢
か
ら

倉倉
か
ら

確
卿
書
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
小
臼
倉
　
　
江
口
　
　
凡
石

糸
瓜
ゆ
れ
止
ま
ず
我
庵
す
で
に
秋

　
　
小
臼
倉
　
　
田
中
　
緑
風

墜
道
を
抜
け
れ
ば
ま
ぶ
し
夏
の
雲

　
　
大
倉
　
金
子
、
洋
石

背
な
の
子
の
眠
り
て
重
し
遠
花
火

　
　
小
臼
倉
　
　
田
中
　
　
正
信

工
事
場
の
裸
電
灯
夏
の
虫

　
　
小
臼
倉
　

田
中
田
鶴
子

大
西
瓜
切
る
子
供
ら
に
囲
ま
れ
て

　
　
星
名
新
田
　
渡
辺
　
チ
ヤ
　
ウ

朝
露
に
濡
れ
し
秣
に
は
ぎ
の
花

●
描
写
の
状
況
か
ら
、
さ
み
し
い
と
か

な
ま
め
か
し
と
か
の
主
観
が
汲
み
と
れ

る
時
は
そ
う
い
う
言
葉
を
伏
せ
て
感
じ

と
ら
せ
る
よ
う
な
作
り
万
が
よ
い
。

　
　
　
馨
　
馨
　
馨

己
涼
風
の
身
に
し
む
候
に
な

…
口編集後

A

て
保
温
折
衷
へ
、

と
目
ざ
ま
し
く
進
歩
す
る
稲
作
、

二
、
三
年
の
話
題
は
直
播
栽
培
に
あ
り
各

地
で
好
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
サ
木
も
不
用
、
手
刈
り
が
機
械
に

な
り
十
ア
ー
ル
の
労
働
力
五
人
と
い
う

新
し
い
米
づ
く
り
も
遠
い
夢
で
は
な
く
，

な
り
ま
し
た
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
大
き
・

な
夢
が
進
歩
を
生
む
こ
と
を
目
の
あ
た

り
に
み
る
昨
今
の
農
村
で
す
。

　
栗
の
い
が
が
の
ぞ
い
て
い
ま
す
柿
の

実
も
ふ
く
ら
ん
で
き
ま
し
た
。
つ
ま
り

の
秋
を
味
わ
い
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
、

り
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
病
．

害
虫
も
防
除
よ
ろ
し
き
を
得

豊
か
に
波
う
つ
黄
金
の
稲
穂

に
農
家
は
収
穫
の
喜
ぴ
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
苗
代
か
ら
畑
苗
代
そ
し

　
　
　
田
の
草
が
除
草
剤
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の




